
一般社団法人 日本画像医療システム工業会 （JIRA) 
システム部会   部会長  土居篤博 

2016年度医用画像システム部会 

医用画像システム部会 
成果報告会 

１．成果報告    13:30～15：40 
 

２．特別講演    15:50～16:30  



成果報告会 

2016年度医用画像システム部会 

（１）部会長挨拶・報告（土居部会長）           13:30～13:40 
    「2016 年度の医用画像システム部会の活動について」 
  
（２）モニタ診断システム委員会（前田委員長）      13:40～14:00  
 
（３）セキュリティ委員会（五十嵐委員長）        14:00～14:20 
 
（４）DICOM 委員会（四方田委員長）              14:20～14:40  
 
（５）画像診断レポート委員会（野川委員長）         14:40～15:00  
 
（６）新画像医療ＩＴ産業推進 WG（土居主査）        15:00～15:20  
 
（７）システム教育委員会（井桁委員長）           15:20～15:30  
 
（８）質疑応答（井桁委員長）                  15:30～15:40 
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特別講演 

2016年度医用画像システム部会 

【特別講演】 15:50～16:45 

 「保険医療分野における人工知能（AI）活用 
                   ：特に画像診断分野について」  
    東京慈恵会医科大学 放射線医学講座・IT 戦略室  
                          中田典生先生  
・要旨：  

政府として保険医療 2035 提言を行い、ICT を活用した「次世代型保健医
療システム」の構築、 保健医療分野における ICT 推進を進めることとな
りました。その一環として人工知能（AI）、 特にディープラーニングに注目
して、画像診断分野での活用推進について活動を開始しました。 現在、
教師付きデータの収集体制の早急な整備、その有効性や安全性を確保
するための制度設 計、健診等の読影への活用が検討されております。
日本が世界をリードすることが可能かどう かも現在検討しております。  
 

・質疑応答 （16:30～16:45） 
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医用画像システム部会の構成（およびGHS） 

2016年度医用画像システム部会 

本委員会 

セキュリティ委員会 

システム教育委員会 

画像診断レポート委員会 

新画像医療IT産業推進WG 

DICOM委員会 

モニタ診断システム委員会 

医用画像システム部会 

医用画像システム部会 

JIRA 

GHS 
（一般社団ヘルスソフトウェア推進協議会） 

委員派遣 
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各委員会の課題と展開 

2016年度医用画像システム部会 

セキュリティ委員会 

システム教育委員会 

画像診断レポート委員会 

新画像医療IT産業推進WG 

DICOM委員会 

モニタ診断システム委員会 

医療IT産業発展のための新規課題の設定・取り組み 

部会・委員会の活動成果の周知及び啓発・教育 

画像診断レポート交換手順の標準化、各ツールの開発 

適切なモニター画像診断の普及活動 

医学・医療機器の進歩に合わせたDICOM規格の展開 

セキュリティ要件の明確化、医療情報の安全な取扱い 
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各委員会の課題と展開 

2016年度医用画像システム部会 

セキュリティ委員会 

システム教育委員会 

画像診断レポート委員会 

新画像医療IT産業推進WG 

DICOM委員会 

モニタ診断システム委員会 

医療IT産業発展のための新規課題の設定・取り組み 

部会・委員会の活動成果の周知及び啓発・教育 

画像診断レポート交換手順の標準化、各ツールの開発 

適切なモニター画像診断の普及活動 

医学・医療機器の進歩に合わせたDICOM規格の展開 

セキュリティ要件の明確化、医療情報の安全な取扱い 

安全・安心 

標準・効率 

新たな価値 

技術の視点 

企業・産業発展 

周知・教育・協業 
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医療情報の利活用 

2016年度医用画像システム部会 

医療情報の利活用と 
JIRA/システム部会の取り組み 
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医療情報の利活用 

2016年度医用画像システム部会 

「医療情報利活用の動向と取り組み」 
１．はじめに 

医療情報利活用について、行政の政策・施策の動向、JIRA医用画像システム
部会での取組課題等について概説する。 

２．概況 
２－１．国の動き 
２－２．JIRAの取組（JIRA、システム部会） 
３．課題とトピックス 
３－１．課題 

医療情報利活用に関する課題は標準化や法令・ガイドライン等の環境整備、医
療情報のレジストリ構築・活用に整理される。 

３－２．標準化、法令・ガイドライン等の環境整備について 
（１）標準化 
（２）医療用ソフトウェアの取り扱い 
（３）セキュリティ 
（４）改正個人情報保護法 

３－３．レジストリの構築・活用 
（１）国等の主導・支援で進めるもの 

①NDB（レセプト情報・特定健診等情報 データベース） 
②CINCIN（クリニカルイノベーションネットワーク） 

（２）その他ビッグデータの利活用など民間が主体で進めるもの 
①人工知能（AI） 
②ロボット技術 

４．最後に 
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御清聴 ありがとうございました。 

2016年度医用画像システム部会 9 
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